
(57)【要約】

【課題】　通信式記録担体の通信距離を拡大する。

【解決手段】　基材の一方の面に形成された第１配線１

１０は、(１)絶縁体層を挟んでチップコイル１３に対向

するように第１配線の端部で形成された第１コイルパタ

ーン１１１、(２)第１コイルパターン１１１の最外周か

ら続き、第１コイルパターン１１１の巻き方向とは逆方

向に巻いた第３コイルパターン１１２、(３)第３コイル

パターン１１２の端部で形成された第１容量形成用電極

パターン１１３、を形成している。基材の他方の面に形

成された第２配線１２０は、基材を介して第１コイルパ

ターン１１１に対向するように第２配線１２０の端部で

形成された第２コイルパターン１２１、基材を介して容

量形成用電極パターン１１３に対向するように第２配線

１２０の端部で形成された第２容量形成用電極パターン

１２３、を形成している。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 配 線 基 板 と 半 導 体 装 置 と の 間 隔 以 上 の 距 離 離 れ た リ ー ダ ラ イ タ と 通 信 可 能 な 通 信 式 記 録
担 体 で あ っ て 、
　 前 記 半 導 体 装 置 は 、
　 前 記 配 線 基 板 側 の 面 に チ ッ プ コ イ ル を 有 し 、
　 前 記 配 線 基 板 は 、
　 前 記 半 導 体 装 置 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 配 線 と 、
　 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 チ ッ プ コ イ ル と の 間 に 設 け ら れ た 絶 縁 体 層 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 配 線 の 端 部 は 、 前 記 絶 縁 層 を 挟 ん で 前 記 チ ッ プ コ イ ル に 対 向 す る 第 １ コ イ ル パ
タ ー ン を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 式 記 録 担 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 通 信 式 記 録 担 体 で あ っ て 、
　 前 記 配 線 基 板 は 、 前 記 半 導 体 装 置 と は 反 対 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 配 線 を 有 し 、 当 該
第 ２ の 配 線 の 端 部 は 、 前 記 配 線 基 板 を 挟 ん で 前 記 第 1コ イ ル パ タ ー ン に 対 向 す る 第 ２ コ イ
ル パ タ ー ン を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 式 記 録 担 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 配 線 基 板 と 半 導 体 装 置 と の 間 隔 以 上 の 距 離 離 れ た リ ー ダ ラ イ タ と 通 信 可 能 な 通 信 式 記 録
担 体 で あ っ て 、
　 前 記 半 導 体 装 置 は 、
　 前 記 配 線 基 板 側 の 面 に チ ッ プ コ イ ル を 有 し 、
　 前 記 配 線 基 板 は 、
　 前 記 半 導 体 装 置 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 配 線 と 、
　 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 チ ッ プ コ イ ル と の 間 に 介 在 す る 絶 縁 層 と 、
　 前 記 半 導 体 装 置 と は 反 対 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ 配 線 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 配 線 は 、
　 当 該 第 １ 配 線 の 一 方 の 端 部 で 形 成 さ れ た 、 前 記 絶 縁 層 を 挟 ん で 前 記 チ ッ プ コ イ ル に 対 向
す る 第 １ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 当 該 第 １ 配 線 の 他 方 の 端 部 で 形 成 さ れ た 第 ４ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン と 第 ４ コ イ ル パ タ ー ン と に つ な が っ た 、 前 記 第 １ 及 び 第 ４ コ イ
ル パ タ ー ン よ り も 大 き な 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 配 線 は 、
　 当 該 第 ２ 配 線 の 一 方 の 端 部 で 形 成 さ れ た 第 ２ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 当 該 第 ２ 配 線 の 他 方 の 端 部 で 形 成 さ れ 、 前 記 配 線 基 板 を 挟 ん で 前 記 第 ４ コ イ ル パ タ ー ン
に 対 向 す る 第 ５ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 式 記 録 担 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 通 信 式 記 録 担 体 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ コ イ ル パ タ ー ン と 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン は 、 前 記 配 線 基 板 を 挟 ん で 対 向 す る
こ と を 特 徴 と す る 通 信 式 記 録 担 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 配 線 基 板 と 半 導 体 装 置 と の 間 隔 以 上 の 距 離 離 れ た リ ー ダ ラ イ タ と 通 信 可 能 な 通 信 式 記 録
担 体 で あ っ て 、
　 前 記 半 導 体 装 置 は 、
　 前 記 配 線 基 板 側 の 面 に チ ッ プ コ イ ル を 有 し 、
　 前 記 配 線 基 板 は 、
　 前 記 半 導 体 装 置 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 配 線 と 、
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　 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 チ ッ プ コ イ ル と の 間 に 介 在 す る 絶 縁 層 と 、
　 前 記 半 導 体 装 置 と は 反 対 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ 配 線 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 配 線 は 、
　 当 該 第 １ 配 線 の 一 方 の 端 部 で 形 成 さ れ た 、 前 記 絶 縁 層 を 挟 ん で 前 記 チ ッ プ コ イ ル に 対 向
す る 第 １ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 当 該 第 １ 配 線 の 他 方 の 端 部 で 形 成 さ れ た 第 ４ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン と 第 ４ コ イ ル パ タ ー ン と に つ な が っ た 、 前 記 第 １ 及 び 第 ４ コ イ
ル パ タ ー ン よ り も 大 き な 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 配 線 は 、
　 当 該 第 ２ 配 線 の 一 方 の 端 部 で 形 成 さ れ 、 前 記 配 線 基 板 を 挟 ん で 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン
に 対 向 す る た 電 極 パ タ ー ン と 、
　 当 該 第 ２ 配 線 の 他 方 の 端 部 で 形 成 さ れ 、 前 記 配 線 基 板 を 挟 ん で 前 記 第 ４ コ イ ル パ タ ー ン
に 対 向 す る 第 ５ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 式 記 録 担 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 配 線 基 板 と 半 導 体 装 置 と の 間 隔 以 上 の 距 離 離 れ た リ ー ダ ラ イ タ と 通 信 可 能 な 通 信 式 記 録
担 体 で あ っ て 、
　 前 記 半 導 体 装 置 は 、
　 前 記 配 線 基 板 側 の 面 に チ ッ プ コ イ ル を 有 し 、
　 前 記 配 線 基 板 は 、
　 前 記 半 導 体 装 置 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 配 線 と 、
　 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 チ ッ プ コ イ ル と の 間 に 介 在 す る 絶 縁 層 と 、
　 前 記 半 導 体 装 置 と は 反 対 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ 配 線 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 配 線 は 、
　 当 該 第 １ 配 線 の 一 方 の 端 部 で 形 成 さ れ た 、 前 記 絶 縁 層 を 挟 ん で 前 記 チ ッ プ コ イ ル に 対 向
す る 第 １ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 当 該 第 １ 配 線 の 他 方 の 端 部 で 形 成 さ れ た 第 １ 電 極 パ タ ー ン と 、
　 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン と 第 １ 電 極 パ タ ー ン と に つ な が っ た 、 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン
よ り も 大 き な 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 配 線 は 、
　 当 該 第 ２ 配 線 の 一 方 の 端 部 で 形 成 さ れ 、 前 記 配 線 基 板 を 挟 ん で 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン
に 対 向 す る た 第 ２ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 当 該 第 ２ 配 線 の 他 方 の 端 部 で 形 成 さ れ 、 前 記 配 線 基 板 を 挟 ん で 前 記 第 １ 電 極 パ タ ー ン に
対 向 す る 第 ２ 電 極 パ タ ー ン と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 式 記 録 担 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 配 線 基 板 と 半 導 体 装 置 と の 間 隔 以 上 の 距 離 離 れ た リ ー ダ ラ イ タ と 通 信 可 能 な 通 信 式 記 録
担 体 で あ っ て 、
　 前 記 半 導 体 装 置 は 、
　 前 記 配 線 基 板 側 の 面 に チ ッ プ コ イ ル を 有 し 、
　 前 記 配 線 基 板 は 、
　 前 記 半 導 体 装 置 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 配 線 と 、
　 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 チ ッ プ コ イ ル と の 間 に 介 在 す る 絶 縁 層 と 、
　 前 記 半 導 体 装 置 と は 反 対 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ 配 線 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 配 線 は 、
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　 当 該 第 １ 配 線 の 一 方 の 端 部 で 形 成 さ れ た 、 前 記 絶 縁 層 を 挟 ん で 前 記 チ ッ プ コ イ ル に 対 向
す る 第 １ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 当 該 第 １ 配 線 の 他 方 の 端 部 で 形 成 さ れ た 第 １ 電 極 パ タ ー ン と 、
　 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン と 第 １ 電 極 パ タ ー ン と に つ な が っ た 、 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン
よ り も 大 き な 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 配 線 は 、
　 当 該 第 ２ 配 線 の 一 方 の 端 部 で 形 成 さ れ 、 前 記 配 線 基 板 を 挟 ん で 前 記 第 １ コ イ ル パ タ ー ン
に 対 向 す る 第 ２ 電 極 パ タ ー ン と 、
　 当 該 第 ２ 配 線 の 他 方 の 端 部 で 形 成 さ れ 、 前 記 配 線 基 板 を 挟 ん で 前 記 第 １ 電 極 パ タ ー ン に
対 向 す る 第 ３ 電 極 パ タ ー ン と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 式 記 録 担 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ シ ス テ ム 等 の 、 通 信 式 記 録 担 体 の 構 造 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス ル ー ホ ー ル 加 工 を 必 要 と し な い Ｉ Ｃ カ ー ド と し て 、 特 許 文 献 １ 記 載 の Ｉ Ｃ カ ー ド が 知
ら れ て い る 。 こ の Ｉ Ｃ カ ー ド の 誘 電 体 シ ー ト の 両 面 に は 、 容 量 結 合 す る ア ン テ ナ コ イ ル が
形 成 さ れ て い る 。 各 ア ン テ ナ コ イ ル と 半 導 体 チ ッ プ の コ イ ル と の 磁 気 結 合 効 率 が 高 く な る
よ う に 、 各 ア ン テ ナ コ イ ル を 構 成 す る 配 線 の 一 部 は 、 そ れ ぞ れ 、 半 導 体 チ ッ プ の チ ッ プ コ
イ ル に 沿 っ た 迂 回 路 、 具 体 的 に は 、 四 角 形 の 領 域 を そ の 四 辺 に 沿 っ て 迂 回 す る 迂 回 路 を 経
由 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ９ ４ ９ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 上 記 従 来 の Ｉ Ｃ カ ー ド の 構 造 に お い て は 、 迂 回 路 の 内 側 に 、 配 線 が 形 成 さ れ
て い な い 四 角 形 領 域 が 残 さ れ る 。 こ の た め 、 チ ッ プ コ イ ル の 対 向 領 域 の 配 線 密 度 が そ の 分
小 さ く な り 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ に 供 給 さ れ る 電 力 が 小 さ く な る 。 そ の 結 果 、 通 信 距 離 が 制 限 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の 領 域 を 小 さ く す る と 、 今 度 は 、 迂 回 路 の 一 辺 に お い て 、 迂 回 路 の 起 点 － 終
点 間 の 幅 が 占 め る 割 り 合 い が 大 き く な り 、 迂 回 路 の 形 状 が 、 四 角 形 の 領 域 を そ の 三 辺 だ け
に 沿 っ て 迂 回 す る 形 状 に 近 く な る 。 こ の た め 、 ア ン テ ナ コ イ ル と 半 導 体 チ ッ プ の コ イ ル と
の 磁 気 結 合 効 率 が 低 下 し 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ に 供 給 さ れ る 電 力 が 小 さ く な る 。 そ の 結 果 、 通 信 距
離 が 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 よ り 通 信 距 離 の 長 い 通 信 式 記 録 担 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、
　 配 線 基 板 と 半 導 体 装 置 と の 間 隔 以 上 の 距 離 離 れ た リ ー ダ ラ イ タ と 通 信 可 能 な 通 信 式 記 録
担 体 で あ っ て 、
　 前 記 半 導 体 装 置 は 、
　 前 記 配 線 基 板 側 の 面 に チ ッ プ コ イ ル を 有 し 、
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　 前 記 配 線 基 板 は 、
　 前 記 半 導 体 装 置 側 の 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 配 線 と 、
　 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 チ ッ プ コ イ ル と の 間 に 設 け ら れ た 絶 縁 体 層 と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 配 線 の 端 部 は 、 前 記 絶 縁 層 を 挟 ん で 前 記 チ ッ プ コ イ ル に 対 向 す る 第 １ コ イ ル パ
タ ー ン を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 通 信 式 記 録 担 体 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 通 信 式 記 録 担 体 の 通 信 距 離 を よ り 長 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 に 、 添 付 図 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま ず 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 通 信 式 記 録 担 体 の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 Ｉ Ｃ カ
ー ド を 具 体 例 と し て 挙 げ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 絶 縁 体 (誘 電 体 )で 形 成 さ れ た シ ー ト 状 の 基 材 １ ０ ０
、 基 材 １ ０ ０ の 両 面 に 形 成 さ れ た 配 線 層 １ １ ０ ,１ ２ ０ 、 一 方 の 配 線 層 (以 下 、 第 １ 配 線 層
)１ １ ０ 上 に 積 層 さ れ た 絶 縁 体 (誘 電 体 )層 １ ４ ０ 、 絶 縁 層 １ ４ ０ を 介 し て 第 １ 配 線 層 １ １
０ の 一 部 (後 述 の 第 １ コ イ ル パ タ ー ン )に 対 向 す る チ ッ プ コ イ ル １ ３ １ が 形 成 さ れ た 半 導 体
チ ッ プ １ ３ ０ 、 各 配 線 層 １ １ ０ ,１ ２ ０ 及 び 半 導 体 チ ッ プ １ ３ ０ を 覆 う よ う に 基 材 １ ０ ０
の 両 面 に 重 ね ら れ た 絶 縁 体 (誘 電 体 )シ ー ト (不 図 示 )、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 配 線 層 １ １ ０ ,１ ２ ０ の 形 成 材 料 は 、 例 え ば 、 基 材 １ ０ ０ が 比 誘 電 率 ３ ～ ５ の Ｐ
Ｅ Ｔ ま た は 比 誘 電 率 ２ ～ ５ の テ フ ロ ン (登 録 商 標 )で あ る 場 合 に は ア ル ミ ニ ウ ム 、 基 材 １ ０
０ が 比 誘 電 率 ３ ～ １ ０ の Ｆ Ｐ Ｃ で あ る 場 合 に は 銅 で あ る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 チ ッ プ コ
イ ル １ ３ １ と 第 １ 配 線 層 １ １ ０ と の 間 に 介 在 す る 絶 縁 体 層 １ ４ ０ は 、 例 え ば シ リ コ ー ン 接
着 剤 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ 配 線 層 １ １ ０ に 含 ま れ る 配 線 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 (１ )絶 縁 体 層 １ ４ ０ を 挟 ん で
チ ッ プ コ イ ル １ ３ に 対 向 す る 第 １ コ イ ル パ タ ー ン １ １ １ 、 (２ )第 １ コ イ ル パ タ ー ン １ １ １
の 最 外 周 か ら 続 き 、 第 １ コ イ ル パ タ ー ン １ １ １ の 巻 き 方 向 と は 逆 方 向 に 巻 い た 第 ３ コ イ ル
パ タ ー ン １ １ ２ 、 (２ )第 ３ コ イ ル パ タ ー ン １ １ ２ の 端 部 に つ な が る 第 １ 容 量 形 成 用 電 極 パ
タ ー ン １ １ ３ 、 を 形 成 し て い る 。 な お 、 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン １ １ ２ の 形 成 領 域 の 面 積 は 、
第 １ コ イ ル パ タ ー ン １ １ １ の 形 成 領 域 の 面 積 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 第 ２ 配 線 層 １ ２ ０ に 含 ま れ て い る 配 線 は 、 基 材 １ ０ ０ を 介 し て 第 １ コ イ ル パ タ ー
ン １ １ １ に 対 向 す る 第 ２ コ イ ル パ タ ー ン １ ２ １ 、 基 材 １ ０ ０ を 介 し て 容 量 形 成 用 電 極 パ タ
ー ン １ １ ３ に 対 向 す る 第 ２ 容 量 形 成 用 電 極 パ タ ー ン １ ２ ３ 、 を 形 成 し て い る 。 第 ２ コ イ ル
パ タ ー ン １ ２ １ が 第 １ コ イ ル パ タ ー ン １ ２ １ に 容 量 結 合 し 、 第 ２ 容 量 形 成 用 電 極 パ タ ー ン
１ ２ ３ が 第 １ 容 量 形 成 用 電 極 １ １ ３ に 磁 気 結 合 す る た め 、 第 １ 及 び 第 ２ 配 線 層 １ １ ０ ,１
２ ０ を 接 続 す る ス ル ー ホ ー ル 等 は 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な Ｉ Ｃ カ ー ド が リ ー ダ ラ イ タ の 無 線 通 信 範 囲 を 通 過 す る と 、 リ ー ダ ラ イ タ の コ
イ ル (以 下 、 Ｒ ／ Ｗ コ イ ル )２ ０ ０ が 発 生 す る 磁 界 に よ っ て 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン １ １ ２ に 誘
導 起 電 力 が 発 生 し 、 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン １ １ ２ に 電 流 が 流 れ る 。 そ し て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 内 の
全 イ ン ダ ク タ ン ス (第 ３ コ イ ル パ タ ー ン １ １ ２ の 自 己 イ ン ダ ク タ ン ス 、 第 １ 及 び 第 ３ コ イ
ル パ タ ー ン の 自 己 及 び 相 互 イ ン ダ ク タ ン ス 、 チ ッ プ コ イ ル １ ２ １ 及 び 第 １ コ イ ル パ タ ー ン
１ １ １ の 自 己 及 び 相 互 イ ン ダ ク タ ン ス )及 び 全 容 量 (配 線 上 の 浮 遊 容 量 、 第 １ 及 び 第 ２ 容 量
形 成 用 電 極 １ １ ３ ,１ ２ ３ 間 の 容 量 )に よ っ て 共 振 が 起 こ る た め 、 第 １ コ イ ル パ タ ー ン １ １
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１ に 流 れ る 電 流 値 が 増 大 す る 。 こ れ に よ り 、 第 １ コ イ ル パ タ ー ン １ １ １ が 再 放 射 す る 磁 界
強 度 が 大 き く な る 。 こ の た め 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ と 基 材 と の 間 隔 以 上 の 距 離 離 れ た 、 リ ー ダ ラ イ
タ の ア ン テ ナ コ イ ル と の 間 で デ ー タ 送 受 信 が 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド (例 え ば 、 通 信 距 離 １ ０ ｃ
ｍ 以 上 の 近 傍 型 Ｉ Ｃ カ ー ド 、 通 信 距 離 ２ ｍ ｍ 以 上 の 近 接 型 Ｉ Ｃ カ ー ド )と し て 機 能 可 能 な
程 度 に 、 チ ッ プ コ イ ル １ ３ １ へ の 電 力 伝 送 ・ 通 信 信 号 の レ ベ ル を 増 大 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 第 １ コ イ ル パ タ ー ン １ １ １ は 、 配 線 が 、 そ の 端 部 １ １ １ Ａ の 周 り に 複 数 回 巻 か
れ 、 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン １ １ ２ へ と つ な が る 形 状 を な し て い る 。 こ の よ う な 形 状 は 、 配 線
が 形 成 さ れ て い な い 四 角 形 等 の 領 域 を コ イ ル パ タ ー ン 軸 心 部 に 残 さ な く て も 、 ま た は 、 そ
の よ う な 四 角 形 等 の 領 域 を 小 さ く し て も 、 コ イ ル 軸 心 周 り ３ ６ ０ 度 に わ た っ て ぐ る り と 配
線 が 存 在 す る 。 こ の た め 、 チ ッ プ コ イ ル に 対 向 す る 迂 回 路 部 分 を ア ン テ ナ コ イ ル に 設 け る
場 合 と 比 較 し て 、 チ ッ プ コ イ ル １ ３ １ へ の 電 力 伝 送 ・ 通 信 信 号 の レ ベ ル を 増 大 さ せ る こ と
が で き 、 通 信 距 離 を よ り 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 と こ ろ で 、 図 １ の 構 成 に お い て は 、 第 １ 及 び 第 ２ 配 線 層 １ １ ０ ,１ ２ ０ に 容 量 形 成 用 電
極 １ １ ３ ,１ ２ ３ を 設 け て い る が 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 容 量 形 成 用 電 極 １ １ ３ ,１ ２ ３ の 代
わ り に 、 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン １ １ ２ よ り も 小 さ な 第 ４ 及 び 第 ５ コ イ ル パ タ ー ン (層 間 接 続
用 コ イ ル パ タ ー ン )１ １ ４ ,１ ２ ４ を 基 材 １ ０ ０ の 第 １ 及 び 第 ２ 配 線 層 １ １ ０ ,１ ３ ０ に 設
け て も よ い 。 な お 、 こ れ ら の 層 間 接 続 用 コ イ ル パ タ ー ン １ １ ４ ,１ ２ ４ は 、 第 1コ イ ル パ タ
ー ン と 同 様 、 配 線 が 、 そ の 端 部 の 周 り に 複 数 回 巻 か れ た 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ ら の 層 間 接 続 用 コ イ ル １ １ ４ ,１ ２ ４ が 磁 気 結 合 す る た め 、 図 ２ の 構 成 を 有 す る Ｉ
Ｃ カ ー ド も 、 図 １ の 構 成 を 有 す る Ｉ Ｃ カ ー ド と 同 様 に 機 能 す る 。 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に
、 図 ２ の 構 成 に 含 ま れ る 第 ２ コ イ ル パ タ ー ン １ ２ １ の 代 わ り に 基 板 表 裏 接 続 用 パ ッ ド １ ２
５ を 設 け て も 、 図 １ の 構 成 を 有 す る Ｉ Ｃ カ ー ド と 同 様 に 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 １ の 構 成 に お い て は 、 基 材 １ ０ ０ を 挟 ん で 第 １ コ イ ル チ ッ プ １ １ １ に 第 ２ コ イ
ル パ タ ー ン １ ２ １ を 対 向 さ せ て い る が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ コ イ ル パ タ ー ン １ ２ １ の
代 わ り に 基 板 表 裏 接 続 用 パ ッ ド １ ２ ５ を 第 ２ 配 線 層 １ ２ ０ に 設 け て も よ い 。 Ｉ Ｃ カ ー ド の
コ イ ル の 巻 数 に は 、 イ ン ダ ク タ ン ス 及 び 浮 遊 容 量 に よ り 定 ま る 自 己 共 振 周 波 数 を 搬 送 周 波
数 以 上 と す る 必 要 か ら 、 上 限 が 存 在 す る 。 と こ ろ が 、 図 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 共 振 用 容 量 パ
ッ ド １ １ ３ ,１ ２ ３ に よ っ て 発 生 す る 容 量 と 、 第 １ コ イ ル パ タ ー ン １ １ １ 及 び 基 板 表 裏 接
続 用 パ ッ ド １ ２ ５ に よ っ て 発 生 す る 容 量 と が 直 列 に 接 続 さ れ る た め 、 全 体 の 容 量 が 大 幅 に
小 さ く な る 。 し た が っ て 、 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン １ １ ２ ま た は ／ お よ び 第 １ コ イ ル パ タ ー ン
１ １ １ の 巻 数 を 多 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 以 上 に お い て は 、 Ｉ Ｃ カ ー ド を 例 に 挙 げ た が 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 構 造 は 、 Ｒ Ｆ
Ｉ Ｄ シ ス テ ム 等 、 他 の 通 信 式 記 録 担 体 に も 適 用 可 能 で あ る 。 そ し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る
通 信 式 記 録 担 体 に は 、 例 え ば 、 搭 載 さ れ た Ｉ Ｃ チ ッ プ に 情 報 を 記 憶 さ せ る 記 憶 媒 体 と し て
使 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 通 信 式 情 報 担 体 に お け る 、 各 コ イ ル パ タ ー ン の 位 置
関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 通 信 式 情 報 担 体 に お け る 、 各 コ イ ル パ タ ー ン の 位 置
関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 通 信 式 情 報 担 体 に お け る 、 各 コ イ ル パ タ ー ン の 位 置
関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 通 信 式 情 報 担 体 に お け る 、 各 コ イ ル パ タ ー ン の 位 置
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関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 に 係 る 通 信 式 情 報 担 体 の 構 造 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ １ １ … 第 １ コ イ ル パ タ ー ン 、 １ １ ２ … 第 ２ コ イ ル パ タ ー ン 、 １ １ ３ … 第 １ 容 量 形 成 用 電
極 、 １ １ ４ … 層 間 接 続 用 コ イ ル 、 １ ２ １ … 第 ３ コ イ ル パ タ ー ン 、 １ ２ ２ … 第 ４ コ イ ル パ タ
ー ン 、 １ ２ ３ … 第 ２ 容 量 形 成 用 電 極 、 １ ２ ４ … 層 間 接 続 用 コ イ ル 、 １ ２ ５ … 基 板 表 裏 接 続
用 容 量 パ ッ ド 、 ２ ０ ０ … Ｒ ／ Ｗ コ イ ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(8) JP 2005-352858 A 2005.12.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

